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地理授業におけるインターネット GIS活用の可能性

1 .はじめに

高等学校学習指導要領「地理 AJ、「地理 BJ

において、「地理情報」という用語は平成元

年(1989年)版より登場している O これにと

もない地理の教科書においても、 1994年以降

「地理情報システム (GIS)J の言葉が登場す

るようになった。そして 1990年代後半、高校

の授業において GISを活用しようとする動き

も見られるようになる(例えば秋本 1996な

ど)0 2000年以降徐々にその実践例は増加し

つつあるが、その数はそれほど多くない。

GISを活用した教育(教育 GIS) が、広が

らない要因について、秋本(I996)や立岡 (2

002) はいくつかの点をあげている。それらを

まとめてみると、①情報機器の導入の遅れ、

②教員の資質が GISに対応できていない、③

教育に適したソフトやデータの不足の 3点に

要約することができょう。

①のハードウェアについて、政府の e-Japan

重点計画では、 12005年までに、すべての小

中高等学校等が各学校の授業においてコンビ

ュータを活用できる環境を整備する」ことを

目標としている O したがって今後情報機器の

整備は急速に進み、時間が経てば問題は解決

されるものと考えられる。②の教員の資質に

ついては、教員のほとんどが GISについての

教育を受けておらず、教員研修をおこなって

いく必要がある O 教育 GISフォーラム主催に

よる教育 GISキャンブやワークショップ、あ

るし 1は GISDay in関西が聞かれるなど様々な

試みが始まっているものの、その取り組みは

始まったばかりである O また③のソフトやデ

ータについては、立同 (2002) が指摘するよ
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うに、教育に適した低廉な GIS ソフトも登場

している O しかしながら安価になったとはい

え、学校の教科予算と比べると手が届きにく

いのが現実である O したがって②の教員の資

質と③の教育に適したソフトやデータの問題

が、今後の課題となってくるものと考えられ

るO

この 2つの課題を解決する方策として本稿

ではインターネット GISを取り上げたい。近

年の急速なネットワーク環境の整備と相まっ

て、インターネット GISが注目されているつ

インターネット GISの長所としては、インタ

ーネットを介して多くの人が利用可能である

こと、 GIS ソフトをインストールする必要が

ないこと、データを容易に入手することがで

きることなどがあげられる O また GIS ソフト

とデータは事実上無料となる。このことは教

科予算が少なく GISの活用をはかることがで

きない学校にとって朗報といえよう口一方短

所としては、高速のネットワーク回線を必要

とすること、スタンドアローンの GISソフト

と比べて低機能であること、データの提供は

一部に限定されることなどがあげられる O

学校現場においても、高速ネットワーク回

線の整備が進み、インターネット GISの利用

が可能となってきた。データ提供の制限につ

いても、授業で使用するレベルの情報で、あれ

ば、ほとんどネットとから入手可能な状況に

ある。インターネット上で GISが利用できる

ようになれば、誰でも手軽に GISに接近しや

すくなる。つまり教員の GISに対する敷居が

低くなり、教員の資質向上を援助できる可能

十生をもっている O

-20-



インターネット GISと教育の関わりについ

ては、すでに田代 (2000) で授業で活用でき

るインターネット地図を紹介されている。伊

藤 (2004) も GISの教育利用に対する支援の

ーっとして、インターネット GISの事例を取

り上げている。また村山 (2003) は地理教育

用のインターネット GISの開発に取り組んで

いる。 しかしながらこれまでの研究では、具

体的な授業実践の報告はほとんど見られない。

そこで本研究では、近年大きく進展してい

るインターネット GISの状況を整理するとと

もに、インターネット GISを活用した授業実

践を通じてその可能性を検討することを目的

とする。具体的には高校「地理 AJにおいて、

総務省統計局が運用する「統計 GISプラザ」

を活用した授業実践を試みる。

2. インターネットGIS

インターネット GISとは何かについて、明

確な定義はなされていない。ここでは紙地図

と同様にネット上で表現している地図が一般

図か主題図かという指標と、インターネット

上の地図との関わり方で、閲覧するだけか参

加することもできるのかという指標で、分類

をおこなう(第 1表)。そして一般図で関わ

りが閲覧のみのものを「一般図閲覧型J、主

題図で閲覧のみのものを「主題図閲覧型」、

主題図で参加することが可能なものを「参加

型」と名付ける。一般図で参加型のものは見

られない。

まず一般図閲覧型は、地図がそのまま見え

第 1表 インターネットGISの分類

閲覧型 参加型

一般図 一般図閲覧型 一一一一一

あ題図 主題図閲覧型 参加型

るサイトのことで、位置情報の提供が中心で

ある。マピオン (h仕p://www.mapion.co.jp/) や

マップファン (h枕p://www.mapfan.com/) など

の民間企業の地図閲覧サービスが知られてい

る。また公的機関の事例としては国土地理院

が 2000年より運用を始めた 1125000地形図の

閲覧システム(http://mapbrowse.gsi.go.jp/) が

ある。

次に主題図閲覧型とは、地図を背景にコン

テンツを載せたもので、言い換えればあるテ

ーマを地図で表現したサイトである。これに

は国勢調査などの統計データをテーマとする

総務省統計局の統計 GISプラザ (http://gisplaz

a.stat.go.jp/G ISPlaza/) や統計データ・ポータ

ルサイトの統計データマップ (http://portal.stat.

go.jp/apstat/topDataMap.html)、各種生物の生息

情報を表示できる環境省の生物多様性情報シ

ステム(http://www.biodic.go.jp/J・IBIS.htm)、

警視庁の犯罪発生マッフ。や交通事故発生マッ

プ(http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/anzen/su 

b5.htm)、西宮市の道知る兵衛 (h抗p://tanpopo. 

nishi.or.jp/michi/menu.asp) などが事例として

あげられる D このような統計情報は公的性格

が強いもので官公庁によるサイトが多い。

最後に参加型の場合は、参加者が地理情報

をデータベースに登録し、それを地図化しで

表現しようとするもので、環境教育において

いくつかの事例が見られる O 例えば宮城教育

大学「生きもの調査サーバ」では、小中学生

が調べた「生きもの調査」の結果を Webペー

ジ上に入力し、「生きもの分布図Jが作成で

きるようになっている(鵜川・伊藤 2001)。

また兵庫県立人と自然の博物館を中心に構築

された「地図で調べる ひょうごの自然J(ht 

tp://info.hitohaku.jp/cgilmap/top.htm) もあげる

ことができるo 一方、住民参加型の情報収集

・公開システムとして、愛媛大学の fGIS地

元学J (http://www.ehime-u.ac伊/-shikoku/index.

htm) をあげることができる。

GISを広義に解釈すると、インターネット
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上で利用可能な地図閲覧型はインターネット

GISと呼べる(有川・相良 2000)0 しかしな

がら地理教育における GIS活用では、地理情

報を操作することによって地理的な技能を身

につけさせることを目的としたい。したがっ

て一般図閲覧型に比べ、テーマに即してより

地理情報操作のできる主題図閲覧型や参加型

の方が活用の可能性が高いといえよう O

3. 統計GISプラザの内容

政府の経済財政運営と構造改革に関する基

本方針 2002(2002年 6月閣議決定)において、

「政府が保有する統計情報をインターネット

上で高度に利活用できる仕組みを構築する」

ことが決定された。これがビジネス支援統計

「とうけい DataN@viJ プロジェクトである。

このプロジェクトにおいて構築されたのが「統

計 GISプラザJと「統計データポータルサイ

ト」である(谷村 2004)0 

統計 GISプラザの特徴は、国勢調査、事業

所・企業統計調査の町丁・字等別データを閲

覧、ダウンロードすることができる点であるの

また簡単な機能に限られるが地域分析機能も

備わっている。これによって地域分析研究や

地域販売戦略、潜在需要の発掘、商圏の設定

に役立てることができるとされている。

縮尺 1/25000の背景地図を使用し、町丁・

字等の統計区数は約 21万、項目数は 142、割

合を示した項目数は 32にのぼる (2004年 3

月調べ)。運用開始は 2004年 1月20日である。

ただし事業所・企業統計調査町了・大字別集

計の公開は今後の予定である (2004年 3月調

データは市町村単位で地域データ(空間デ

ータ)と統計データ(属性データ)の両方を

ダウンロードすることができる。地域データ

は日本測地系と世界測地系の 2つがシェープ

るO ダウンロードした地域データは、フリー

ソフトの ArcExplorerを用いて表示することが

できる。この場合シェープ形式なのでデータ

変換の必要がない。

統計 GISプラザの利用にあたっては、出典

元の明示や利用の制限があるものの、教育目

的での使用は特に問題はない。作成した地図

の公表については、背景地図の著作権(右下

の copyright) を消さずに利用し、調査名・調

査年、「統計 GISプラザの利用」を明記すれ

ば可能である。

残念な点としては著作権の関係もあり、背

景地図はダウンロードできない。統計データ

のうち、割合を示した項目のダウンロードも

できない。また作成した統計地図を印刷する

ことはできるが、ファイル保存はできないは

統計 GISプラザと同様に、町丁・宇別の統

計を扱った GISソフトに「使ってみよう国勢

調査」がある。これは財団法人統計情報研究

開発センターより 2000年の国勢調査実施にあ

わせて、全国の小中学校に無料 CD-ROMで提

供されたものである。 1995年の国勢調査統計

データを表示することができる。町下・宇単

位で地図表示できる項目数は統計 GISプラザ

と比べて少ないものの、データ加工の機能が

豊富であること 人口ピラミッドが表示でき

るなどすぐれた特徴を有していた。しかしソ

フトのインストールが技術的に難しくコンビ

ュータ初心者には困難であったことや、全国

の小中学校に配布されたもののアピールが弱

く一般の小中学校教員には、ほとんど知られ

ていない。統計 GISプラザは、これと比べれ

ば機能の制限があるものの、インストールの

必要もなくはるかに扱いやすい口今後学校教

員へのアピールが課題となってくると思われ

るO

形式で用意されている O 統計データはテキス 4 授業の計画と実践

ト形式である。いずれも zip形式で圧縮され (1)授業の計画

ているので、ダウンロード後解凍の必要があ IGISを用いた統計地図の作製Jというテ
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ーマで授業を実施した。 これは地理 A の単元

「現代世界と地域」の中の「地図の機能と活

用」の一部に相当する。授業のねらいとして

は、①地理情報システム (GIS) とよばれる

コンビュータを用いた地理情報の処理システ

ムがあることを知る、②コンビュータを用い

て、様々な主題図を容易に作成できることを

理解する、の 2点とした。具体的な学習過程

は第 2表に示した。

授業実践をおこなった兵庫県立東播磨高等

学校は、兵庫県の東播磨地域(加印学区)に

位置する。生徒の大部分は進学を希望してい

る。受講生徒は 2年 4組の地理 A (2単位)

を選択する生徒 12名(男子 O名、女子 12名)

である。 このクラスはコミュニケーションコ

ースと文系社会コースの混合クラスであり、

第 2表学習過程

過程 学習活動 指導上の留意点 備考

導入 |前時の復習をする (GISとは何か。図形表 |これまで学習した生徒プリントを開 |提出させてい

5分 |現図やド ッ トマ ップなどの絶対分布図、 |けさせて、振り返らせる。 Iた授業プリン

階級区分図などの相対分 布 図 の イ メ ー ジ ト を 配 布

や特徴を思い出す)。

本時の課題(統計 GISプラザを利用して |本時の課題を説明する。具体的に様

統計地図を作製すること)を理解する。 1々 な地理情報を様々な表現手段を用

いて地図化することができることを

説明する。

展開 1 1統計 GISプラザの利用方法を理解する。 Iプロジェクターで投影しながら指示 |液晶プロジェ

-検索で統計 GISプラザを探す

.統計 GISプラザに入る

-具体的地域を選定

統計 GISプラザの基本的操作方法を理解|プロジェク ターで投影しながら指示。

する。 I全員に閉じ作業をさせる。

-対象統計区の選定

.表示 ・東西南北の移動

-拡大 ・縮小 など

展開 2 1具体的統計地図を作成する。

10分

定

定

設
選

の

を

示

示

目

表

表

項

フ

フ

計

ラ

ラ

統

グ

グ

分.、J

クターの利用

全員で一緒に同じ主題図を作成させ

る。

「加古川市の男女別人口J

「加古川市の老齢人口率j 絶対分布

図と相対分布図を 1つずつ押さえる。

展開 3 1各自で統計項目とグラフ表示を色々変え 110分程度自由にさせる

15分 |て、主題図を作成する。 I机間巡視し作業状況を見る。個別に

自由に試行錯誤する。 指導する。

まとめ |統計内容によって統計地図の表現方法が |絶対分布図と相対分布図の使い分け |授業評価表の

5分 |異なることを理解する。 1を説明する。 1用意

評価用紙に記入する。 1生徒に評価用紙を配る。
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する。

②右の ような画面があらわれるので、

「閲覧地域選択からスタート」

をクリックする。

③地図上の都道府県をク リックする

(演習では兵庫県弘クリックする)

④市町村を選択する (演習では

加古川にチェックをつける)

⑤ 「地図で確認Jをク リックし

て該当する市町村の位置を確か

めよう

E開 閉溜酬鞘軒憎繍明鱒御餅曾伴時開園時間臨時治時申制明暗闇伴僧曲醐鈎臨時四四甲申甲田甲甲山甲ー縫際総溜
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資料 1 授業で使用したマニュアルの一部(1ページ目)
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ぬ二ぶ:ω鰍~;-J. 二"".~議鰐弘、吋手側建政治開通返事選挙}誠一 統制緩議長鰍 ミ
T・字選択図圏園圏国 1世国鮒図図図図図圏圏圏圏 ~e凝計測図閏印昂圏 直グラフ fi 選択字 臼ラベル 匡亙翠圏直謎翠翠][]亙0.-'; 1<' 1

平民12年国事著書査〈人口〉

総数及び世帯総数

1):A:目一単位 、

則 。勢 :X.:
女 人

資料2 説明に使用した統計地図の事例

(統計 GISプラザを用いて平成 12年度国勢調査(人口)より 町丁 ・字別の男女人口を示した)

生徒の進学希望も多岐にわたっている。生徒

のほとんどは日本史または世界史を受験科目

とする予定であり 地理を受験科目にする生

徒はいない。なおこの第 2学年は、旧課程(平

成元年度版学習指導要領)最後の学年にあた

る。新課程の学習指導要領の内容とインター

ネット GISの関わりについては後述する口

(2)授業実践

今回の授業は、 3学期の学年末考査後に実

施した。統計地図の特色や GISの概念につい

ては、既に 1学期に学習済みである。授業当

日 (2004年 3月8日)は、情報処理教室を使

用することができなかったので図書館で実施

した。図書検索用として設置されているノー

トパソコン 6台に加え、 7台のノートパソコ

ンを追加設定し、 1人 1台で授業をおこなっ

た。すべてのコンビュータはネットワークに

つながっている。

校内 LANは、生徒用と教師用に分かれて

おり、全普通教室と大部分の特別教室・進路

指導室・図書館・校長室・事務室・職員室等

に情報コンセントが設けられている o また県

立教育研修所のサーバーを拠点として、平成

15年 2月より教育情報スーパーネットワーク

の運用が始まっている。県立の各校は 10MB

の光ファイバーで結ぼれている。

統計 GISプラザを運用している総務省統計

局からは、クラス全員 (40人)が同時にアク

セスすると、サーバーに負担がかかることが

想定されるというアドバイスを頂いた。じか

しながら 12人と比較的少人数での実施であっ

たので、運用においてあまりストレスは感じ

なかった。

生徒への説明は、自作の統計 GISプラザ利

用マニュアル (B5版 5枚、資料 1・資料 2)

を配布し、更にプロジェクターを用いて備え

付けのスクリーンに投影しておこなった。当

日1名の欠席があった。

今回の授業は 1時間でおこなわざるをえな

かった。 このため絶対分布図と相対分布図の

表現方法の違いを実感させることは不十分で

あった。時間の余裕があれば 2時間を設定し、
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最初の 1時間で統計 GISプラザの使用法を学

び、次の 1時間で項目やグラフ種類・分類な

どを自由に選んで統計地図を作成し、課題提

出させることも考えられよう。ただし提出に

あたっては作成した地図のファイル保存はで、

きないので、印刷させるか、地図画面を画像

ファイルとして保存の上提出させるなどの工

夫が必要である。

写真 1 授業の様子

5. 考察

授業後に生徒にアンケートを依頼した。そ

の結果をもとに、考察をおこなう。

(1)生徒の情報処理技能

情報機器に関する環境については、家にコ

ンビュータのある生徒は 11人中 10人を占め、

ほとんどの家庭に行き渡っていると言える。

しかしながら自分のパソコンをもっている生

徒は 1人にすぎなかった(第 3表)。同じ高

校の第 2学年理系生徒に対して 2001年に筆者

がおこなった調査では、パソコンのある生徒

は 60人/80人、また自分のパソコンをもっ

ている生徒は 11人/80人であった。 2つの

調査を比べてみると コンビュータの普及は

一層進んだといえる。自分用のパソコン率が

下がっている点については、今回の調査が全

員文系女子であるのに対し、前回の調査が男

子の多い理系生徒であることによるものと思

われる。

次に生徒のコンビュータを用いた情報処理

技能についてみると、生徒は全員中学生の時、

授業でコンビュータ使用経験のあることが分

かった。またワープロソフトを扱える生徒の

方が表計算ソフトを扱える生徒よりも多いこ

とが分かつた。今後、 GISソフトを用いて統

計を処理する授業を想定した場合、表計算ソ

フトの使えない生徒が多いのが気にかかると

ころである。またインター不ットや E メール

は多くの生徒が利用できることが分かつた(第

4表)。

授業において、 2つの点に気付いた。第 1

には、生徒のコンビュータ操作レベルは予想

以上に高かった点である。生徒はスムースに

操作をおこない、操作方法についての質問は

なかった。第 2に統計 GISプラザの高い操作

性である。統計 GISプラザは、キーボード操

作を全く必要とせず、マウスの左クリックだ

けで進めることができる。したがってタイピ

ング経験の差やコンビュータ操作経験の差が

あらわれにくいと考えられる。

(2)生徒の授業評価

生徒による授業評価を見ると、全員が楽し

く授業を受けることができたと回答している。

授業内容についても理解できなかったと答え

た生徒はいなかった(第 5表)。授業の導入

において、生徒が 1学期に学習した統計地図

のプリントを用いて内容を復習したのが、理

第 3表 家庭でのコンビュータ環境など

は:し、 いいえ

中学生の時、授業でコンビュータを使ったことがありますか 11 。
あなたの家にパソコンはありますか 10 

い !什人と答えた些三 Lそれj空白分専用のパソコンですか 9 
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第 4表 コンビュータ処理の技能

ワード・ 一太郎などのワープロソフト かなり使える 少し使える 使えない

はどの程度使えますか。 6 4 

Excel ・Lotusl・2-3などの表計算ソフ トは かなり使える 少し使える 使えない

どの程度使えますか。 。 4 7 

インターネットや E メールはどの程度 ほぼ毎日する 時々する ほとんどしない 全くしない

利用していますか。 7 2 

第 5表授業の評価

たのしんで授業を受けることができま は;し 1 いいえ

したか 11 。
授業内容(インタ ーネ ットを使った統 かなりできた 少しできた あまりできな ほとんどでき

計地図作成) を理解することができま かった なかった

したか 3 、 8 。 。
今回のような授業(インタ ーネッ トを もっとやって もう l・2固なら もうやらなく その他

使った統計地図作成)を受けた感想、は 欲しい

いかがですか。 5 

第 6表難しかった点(抜粋)

①パソ コン自体が難しい。

やってもいい ていい

6 。 。

②パソ コンは家にあるけど、使ったことがないのでパソコンを使 うことが難しかった。

③色んな内容について、グラフを作りたかったけれど、順序が多くて難しかった。

④色々な集計項目の選択の意味がわかりにくかった。

⑤使い方の部分では難しいとは思いませんでした。グラフにするとき、見やすくするような色選びが難

しかったです。

⑥グラフの作り方や、何に関するグラフにするか、自分で決めていくこと

⑦先生に言われたことは理解できたけど、課題とかになるとちょっと無理ぽい

解を高めるのに効果的であったと思われる。

また全員が次の授業への期待感を表明して

いる。授業中に地図が画面上に表示された際

に、「おっ j とか「すごし¥J といった発言が

多々あったことと考えあわせると、生徒たち

は大いに興味を惹かれ、高い意欲をもって授

業に取り組んでいたと考えられる。

具体的な感想、を検討すると、難しかった点

を具体的に指摘したのは第 6表で示した 7つ

の回答である O これを見ると (a)コンビュータ

に対する苦手意識(第 6表の①②)、 (b)集計

項目について(③④)、 (c)色彩などの表現方

法について(⑤)、 (d)主体的な学習に不慣れ

(⑥⑦)に分けることができょう。

(a)に関しては、機器に対して苦手意識を持

つ生徒がいることは、コンビュータを用いた

授業をおこなう際には忘れてはならない。し

かしながら、このような感想を寄せた生徒の

理解度や意欲は決して低くはなかった。統計

GISプラザはキーボードを使う必要がないこ

とが幸いしているのであろうか。

(b) (c)に関しては、統計 GISプラザの操作
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第 7表授業の感想 (抜粋)

・パソコンで自分の住んでいる地域の人口や世帯数がわかって感動だった。作業になれてきたら、

色を変えたり表示グラフを変えたりする以外もやってみたかったです。

。このような授業をもっと増やすべきだと思います。今はもうそのような時代だと思うからです。

楽しい授業内容だったと思います。

・コンビュータの授業は、 1人の先生じゃない方がいいと思いました。

・こんなサイトがあるコトを今日初めて知りました。その地域をクリックするだけで、人口や職業

が表示されるのがすごいなぁと思います。毎日インターネットをしているけれどこんな分野に目

を向けたことがなかったので、これからは時間があるときには GISを作って(誤記:使って?) 

みようと思います。

-家でも目的地の場所が分からない時、調べたりするけど、今回のマップは色んな事も調べれて便

利だなあと思いました。

・楽しかったです。自分の家の近くの世帯数などを知ることができて、遠くのことを勉強するより

も興味がわいてきました。

-色んなことをわかりやすく調べることができて楽しかったです。

-普段パソコンではインターネットぐらいしかしないので、こんなことができることを知ってすご

いと思いました0

・最初何をするのか分からなかったけど、先生の説明とかプリントとかでよく理解できました。パ

ソコンで今日のようなことをするのは初めてで、すごく面白かったです。パソコンは何でも出来

て、すごいな ぁと改めて実感しました。

・自分の住んでいる場所の経度と緯度が一瞬でわかったのがとても感動しました。色分けできてす

ごくわかりやすくってよかったです。

性の問題であるとは言い切れない。 GISが空

間情報と属性情報の 2つの情報を操作する以

上、項目を選択し表現方法を設定するという

2つのステップは避けて通れないのではない

かと考えている。むしろこれらの操作を経験

することによって、地理情報は空間情報と属

性情報との 2っから成り立っていることを生

徒に実感させることができると考えられる。

最後の (d)については、主体的・体験的学習

が乏しい場合に見られる反応である。今後こ

のような授業で生じた意欲を主体的学習につ

なげる授業内容の構築が必要であろう。なお

第 7表にそれ以外の感想、を示している。

(3)新学習指導要領との関わり

地理Aの授業において地図学習に関わる単

元は、「現代世界の特色と地理的技能」であ

るO この単元は「現代世界の地域性や動向を

作業的、体験的な学習を通してとらえさせる

とともに、地理的技能を身に付けさせる。 J(平

成 11年版学習指導要領)ことを目的としてい

る。またこの単元にはア~エまで 4つの小単

元がある。そのいずれの小単元の解説におい

ても「地理情報を活用する地理的技能」とい

う文言が含まれており、地理的技能の育成が

強く意識されていることがわかる。 GISを扱

う技能は深く地理的技能の育成と関わってい

る。効果的な統計 GISプラザの体験的学習は

「地理的技能の存在」に気付かせることに効

果があると考える。統計地図は学習指導要領

では具体的単元としては明示されていないの

で、様々な単元において統計地図を利用する

際に適宜活用することが考えられる。
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第 8表 インターネットGISの位置付け

インターネット GIS

-統計 GISプラザ

ソフ トの例 -統計データ・ポータルサイト

(統計データマ ップ)

データの所在 ネット上

解析機能 低い 廷

操作性 易 廷

価格 安価(無料)廷

またエ「身近な地域の国際化の進展Jの単

元では、「学校を中心とする通学園程度の範

囲Jを対象として地域調査をおこない、その

結果を地図化することが求められている。統

計 GISプラザの統計単位は町了・字レベルで

あるので、通学園程度の地域の状況を表示す

るのに極めて有効である。例えば統計 GISプ

ラザを用いて、地域の状況を把握したり、問

題点を発見し調査内容を決定するのに役立て

ることができょう。

6. おわりに

本稿では、高校地理授業においてインター

ネット GIS活用の可能性について検討してき

た。その結果、①生徒のインターネット GIS

活用に関するコンビュータのスキルは十分な

段階にあること、②インターネット GISに対

する興味・関心も高いこと、③新学習指導要

領との整合性をはかることが可能であること

などが明らかとなった。

今回の授業実践においては、統計地図の扱

し、方という地理的技能の育成に関わる授業で

内容を構成した。生徒はコンビュータで統計

地図が描けることに驚き、意欲の高い取り組

みをおこなうことができた。しかしながら統

計 GISプラザというツールの使い方で授業内

容を終わらせてはいけない。「ツールを教え

スタンドアロ ーン型の GIS

機能の特化した 汎用 GISソフト

GISソフ ト

. MANDARA . ArcView 

-カシミール 3D . Maplnfo 

ダウンロード

統計パッケージ

訴高い

ラ難

訴高価

る」のではなく、「ツールで教えるJ方向が

望ましい。今後、統計地図から身近な地域の

問題点を考えたり、問題点解決の方法を複数

の統計地図作成を通して推論することなどが

考えられよう。

また、通常のクラスの生徒数が 40人である

ことを考慮すると、サポートをする教員の配

置が必要である。各高校に配置されている情

報指導補助員の活用や情報科教員との連携が

不可欠であろう。

第 8表にインターネット GIS とスタンドア

ローン型の GISの特徴をまとめてみた。学校

教育において GISの活用を考える場合、いき

なり汎用 GISソフトの導入をはかることは困

難が多い。一般の教員から見ると汎用ソフト

導入の敷居は限りなく高く見える。しかしな

がらインターネット GISの敷居はそれほど高

くない。インターネット GISは解析能力が低

いなどの制約があるものの、 GIS活用の最初の

ステップと考えれば、非常に有効ではなし 1か

と考えられる。

付記

インターネット GISの授業を実践するにあたり、

兵庫県立東播磨高等学校の友田幸司・藤岡文博・

慶瀬純子各先生にお世話になった。明石北高等学

校の三原慎吾先生、姫路商業高等学校の西田拓巳
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先生には授業を見て頂き講評を頂いた。兵庫教育

大学の吉本剛典・南埜 猛両先生には教育におけ

る GIS活用についてご指導頂いた。また総務省統

計局調査企画課地理情報室には統計 GISプラザの

利用についてご教示を頂いた。記して謝意を表し

ます。

なお、本研究には平成 15年度文部科学省科学研

究費補助金「教育実践における地理情報システム

(GIS)活用に関する基礎研究J(研究代表者:吉

本剛典，課題番号 15530587)の一部を使用した。
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